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原著論文

薬学生の介護老人保健施設ボランテ ィア活動 とコミュニケーシ ョン能力

The　 volunteer　 activities　 of　pharmacy　 students　 in　a　health　 care　 facility

　　　　　　　　　　 for　the　 elderly　 and　 communication　 skills

　　岸本桂子*,福 島紀子

Keiko　 Kishimoto,　 Noriko　 Fukushima

　　　　　　　　　共 立 薬 科 大 学 社 会 薬 学 講 座

Department　 of　Social　Pharmacy,　 Kyoritsu　 University　 of　Pharmacy
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　 The　 Training　 Program　 fbr　 Pharmacists　 W6rking　 in　 Close　 Contact　 with　 Local　 Communities

Necessary　 in　an　Ultra-Ageing　 Society,　 initiated　 by　Kyoritsu　 University　 of　Pharmacy,　 was　 chosen　 as

part　 of　the　 Contemporary　 Good　 Practice　 pr()j　ect　conducted　 by　 the　Ministry　 of　Education,　 CultUre,

Sports,　 Science　 and　 Technology　 in　2006.　 As　 one　 aspect　 of　this　program,　 pharmacy　 students　 are

conducting　 volunteer　 activities　 in　a　nearby　 health　 care　 facility　 f()r　the　elderly.　 These　 activities　 are

expected　 to　help　 stUdent　 improve　 their　 communication　 skills　 through　 interactions　 with　 elderly

residents.　 Interactions　 with　 elderly　 persons　 on　chronic　 medication　 are　also　 expected　 to　be　beneficial

from　 the　viewpoint　 ofpharmaceutical　 education.　 In　this　study,　 we　 made　 the　assessment　 sheet　 about

communication　 skills　and　 evaluated　 how　 communication　 skills　are　acquired　 by　 students　 based　 on

the　sheet　 and　 records　 on　 students'activities.

　 Through　 continuous　 participation　 in　 facility　 activities,　 students　 have　 become　 able　 to

spontaneously　 communicate　 with　 a　large　 number　 of　elderly　 residents.　 Through　 activities　 and　 the

sheet,　 they　 have　 become　 able　 also　 to　actively　 interact　 with　 staff　members　 and　 their　 communication

skills　 with　 physical　 contacts　 have　 shown　 a　particularly　 great　 improvement.　 The　 utility　 of　 the

assessment　 sheet　 was　 suggested.　 These　 volunteer　 activities　 are　considered　 to　be　very　 effective　 in

improving　 students'communication　 skills.

は じめに

　平成18年 度に本学における取 り組みである 「超

高齢社会に必要な地域密着型薬剤師の養成」が現代

GPに 採択された。本取 り組みにおける学生教育の

目標 として低学年では、「人に優 しく尽 くし、高齢

連絡先

　岸本桂子:共 立薬科大学社会薬学講座

　 105-8512東 京 都港 区芝公園1-5-30

　 TEL:

　 FAX:

　

者 とのコミュニケーシ ョンのとれる人材」の養成、

高学年になるにつれ、高齢者の薬物動態特性、日常

生活機能の低下な ど加齢が 日常生活に及ぼす影響

を具体的な事例を通 しての理解、高齢者医療や在宅

に関わるチーム医療推進のための他専門職種 との

連携の理解、継続的介護体験か ら医薬品服用後の経

過観察能力の養成等を掲げている。これ らの目標に

到達するためのプログラムの一つ として、近隣に新

設 された介護老人保健施設における薬学生のボラ

ンティア活動がある。本ボランティア活動はマンパ

ワーの提供による地域への貢献のみならず、高齢者

との対話を重ねる中でのコミュニケーション能力
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の育成 、薬を長 期的に服用 してい る高齢者 と接す る

ことに よる様 々な薬 学的教 育効果 が期待 され る。

　 ボランティア活動始動初年度 であ る平成18年 度

では、低学年の学習 目標 である 「人に優 しく尽 く し、

高齢者 との コミュニケーシ ョンの とれ る人材 」に焦

点を当て、ボ ランテ ィア活動 を通 して コ ミュニケー

シ ョンスキル を身 に付 け コ ミュニケー シ ョン能 力

を養成す ることを行動 目標 とした。そ こで本研 究で

は、コ ミュニケー シ ョンスキルの評価 と して参加 学

生 自身 が 自己評価 を行 うた めのチ ェ ック シー トを

作成 し、その有用性 及び、本 シー トと訪 問調 査票の

参加学 生に よる2っ の記録 を基 に、本活動 と学生の

コミュニケー シ ョン能力養 成 の関係 につ い て検 討

を行 った。

方法

1.介 護 老人保健 施設 にお けるボラ ンテ ィア活 動

　　 の概要 及 び対象

　 ボ ランテ ィア活動 は本学 よ り徒歩5分 に位 置す

る近 隣の介護老人保健施設(以 下 、老健施設)に て

行 った。 当該老健 施設 の入所者 の定員数 は 、定床

80人 、シ ョー トステイ20人 であ り、二つの フロア

か ら構成 され ていた。各 フロアはそれぞれ、個室 を

基本 とし食事等 を10名 程度のユニ ッ ト単位 で行 う

ユニ ッ トケア と、4人 部屋 を基本 と し食 事等は食 堂

に集 ま りフ ロア全体 で行 う従来型 か ら成 り、ボ ラン

ティア活動 は従来型 フ ロアにて行 った。入所者 の ほ

とん どが薬 を長期 的に服用 してお り、与薬の様子や

服 用 後 の 経過 観 察 が 可 能 で あ る こ とか らボ ラ ン

ティア活動 時間帯は、朝食 又は夕食 時の7:30～9:30

又 は17:30～19:30の2時 間 とした。2007年6.月 の

開設 時か ら2007年10.月4日 までの期間に入所 した

者 の男女比 は1:2.4で あ り、平均年齢 は82.8歳(SD

±7.1)で あった。

　 2006年6月 の老健施 設の開設時 よ り、社 会薬学

講座 の4年 生が 中心 とな りボランテ ィア活 動 を開

始 した。その後 、他 学年 への参加 を呼びか けるため

に合計4回 のオ リエ ンテ・一一一・シ ョンを実施 し、2006

年10.月4日 時点でのボ ランテ ィア活動参加者 は、1
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年生7名 、2年 生6名 、3年 生4名 、4年 生5名 、

修 士1年 生1名 の合計23名 、男女比 は1:5で あっ

た。ボランテ ィア参加者 に対す る参加背景 に関す る

ア ンケー ト(任 意回答、回収率78%)の 回答 よ り、

平均年齢23.7歳(SD±5.4)、 高齢者 との同居や介

護 経験 がある者 は56%で あ り、人 と接す るこ とを

主 とす るボ ランテ ィア活 動 の未 経験者 は72%で

あ った。

ll.調 査 方法

A.ボ ランテ ィア訪問調査票

　 訪 問調 査 票 の 目的 は 参加 に伴 うコ ミュニ ケー

シ ョンの変化 を抽 出す ることで あ り、コ ミュニケー

シ ョンを とった対象者名 、時間(5分 単位)、 活動

内容 を記述す る様式 とした。2006年6月5日 か ら

2006年9.月29日 を調査期 間、老健施設 ボランテ ィ

ア活動 に1回 以上参加 した学生 を調査対象 と し、活

動終了毎 に記入 を実施 した。

　 コ ミュニケー ト対象者の分析以外 においては、入

所者 が コ ミュニケー ト対象 とな ってい るデ ー タを

抽出 し分析 を行 った。また、入所者人数 は活動 時期

に よ り異な り、5分 以下 の挨拶 のみ等 の活動 は人数

の増減 による影響が大 きい。このた め、ボランテ ィ

ア参加 回数 に伴 うコ ミュニケー ト対象 人数及 び時

間の分析の際 には、5分 以下 のデー タは分析対象 よ

り除外 した。参加 に伴 う変化 を、Mann-Whitneyの

U検 定及びpearsonの 相 関係数(r)を 求 め検討 し

た。統計的に有意な確 率は両側 検定で5%以 下 とし

た。

B.コ ミュニケーシ ョンスキル 自己チ ェックシー ト

1)コ ミュニケー シ ョンスキル 自己チ ェックシー ト

　 の作成

　老健施設ボ ランティア活動において身 に付 くと考

えられ るコ ミュニケー ションスキル として、荒添1)2)

に よる 「看護場面 にお ける人 間関係 をつ くるための

コ ミュニケー シ ョンスキル尺度(NCSI)」 を基 に、

39項 目の うち16項 目を改変せず に、7項 目は改変

して適用 した。また、他 の看護教育論文 の基礎看護

実習 にお ける コミュニケー シ ョン評価項 目3)や 、

実際 に 自分 自身が老健 施設 ボ ランテ ィア活動 を通
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して身 に付 くと考 えた項 目、そ して、薬剤 師に特徴

的であ り必 要性 の高いス キル を医学部OSCEの 医

療 面接 の項 目4)及 び薬学教 育におけるOSCEの 評

価設 定に関す る論文5)を 参考 に作成 し追加 した。

これ らに よ り、計47項 目か らな るコ ミュニケs-一一・i

シ ョンスキル 自己チェ ックシー トを作成 した。

　本 チェ ックシー トは、大項 目として 「A.入 所者

に対す るスキル 」 と 「B.職 員 に対す るス キル」の

2項 目と した。「A.入 所者 に対す るス キル」の 中項

目は、「1.信 頼関係 作 りのた めにス キル(10項 目)」、

「II.相 手に合 わせ た話 し方のス キル(10項 目)」、

「皿 .相 手に合 わせ た聴 き方のス キル(10項 目)」、

「IV.好 意的な態度 を示すスキル(6項 目)」、「V.

介助時 にお けるス キル(3項 目)」 とし、計39小 項

目とした。 「B.職 員 に対す るスキル」 の中項 目は

「VI.信 頼 関係作 りのためのスキル(8項 目)」 と

し、計8小 項 目とした。本チ ェ ックシー トの項 目を

表1に 示す。

表1.コ ミュニケーシ ョンスキル 自己チ ェックシー トの項 目

1.「 信 頼関係づくりのためのスキル」

1.入 所 した 日または初めて会うとき、自分の身分 、立場を自己紹介をする。

2.活 動 開始前に挨拶をする。

3.活 動実施前に入所者に了解を得ている。

4.先 入観や思い込みを持たずに話し掛ける。

5.関 心ごとを聞くことで相手を知ろうとしている姿勢を示す。

6.自 分のことなども話すことで相手を受け入れる姿勢であることを示す。

7.覚 えてもらうためにたびたび話し掛ける。

8.不 快 感を与えない身なり・髪型に気をつける。

9.穏 や かな表情で接する。

10.見 下ろさないように視線を合わせる。

五.「相手に合わせた話し方のスキル」

と

11.そ の 人にとって話 しやすい環境を作る。

12.入 所 者 のペースに合わせて話す。(速度)

夜
旦 13.適 切 な距離 で話す 。(距離)

㌍
臣 14.入 所 者 に合った音量で話す。(音 量)

く
.

<
15.入 所 者 に合った声 のトーンで話す。(声の調子)

16.年 齢 ・知的レベルなどによって理解しやすいような言葉を選 ぶ。

17.質 問攻め にしないようにする。

18.入 所 者 の体調 ・気分に気を配りながら話をする。

19.話 しているときに、表情の変化を見る。

20.適 度 な身振 り手振 り、表情などをまじえる。(非言語的)

皿.「相手に合わせた聴き方のスキル」

21.思 い や訴えを先読みしすぎないようにする。

22.入 所者の話を途中でさえぎらないようにする。

23.沈 黙 する、待つなどの姿 勢を取 り入れている。

24.会 話の途中に適度な相槌やうなずきをまじえる。(非言語的な促し)

25.会 話の途中に適度なアイコンタクトをまじえる。(非言語的な促し)

26.「 そのことについてもう少しお話していただけますか?」 、 「それで?」 などと促す。(言語的促し)

27.相 手 の話 について、質問しながら聞く。
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28.相 手 の話を要約 して、確認しながら聞く。

29.相 手の話から自分が感じたことを伝えしながら聞く。

30.言 葉 だけでなく、表情やしぐさで、話した事が伝わったのか把握する。

IV.「好意的な態度を示すスキル」

31.質 問 、疑 問に対して誠意を持って答えている。

32.眼 が合ったときには挨拶や手を振るなどの反応を示す。

33.事 前にある程度の情報を持ち何気なく会話の中に盛り込む。

34.困 っている事、やってほしい事はないか聞く。

35.不 安や怯えを軽減するために手を握る肩を軽くたたく。

36.痛 みや苦痛があるときには軽く肩や背中をさする。

V.「 介 助時におけるスキル」

37.車 いすでの移動介助の時、起動時に声をかける。

38.介 助 を行う前 に動作の確認をとる。

39.積 極 的になになにしましょうかと声をか ける。

VI.「 信 頼関係づくりのためのスキル」

40.初 め て会うとき、自分の 身分 、立場を自己紹介をする。

P
41.活 動 開始 時に挨拶をする。

」
夜
42.や ろうとしていることの確 認をとる。

旦 43.覚 えてもらうためにたびたび話し掛ける。
嘔
欝 44.活 動 終 了時に挨拶をする。
由
45.職 員 の方針を知 りそれを厳守している。

46.疑 問 、やり方がわからない時に尋ねることができる。

47.積 極 的に仕事の話を聞く。

2)コ ミュニケー シ ョンスキル 自己チ ェック シー ト

　 評価 の実施 と解析

　 2006年6.月5日 か ら2006年10月4日 の期間 に

参加 した学 生を対象 に、活動5回 終了毎に本チ ェッ

クシー トに よる自己評価 を実施 した。

　本 チェ ックシー トに よる自己評価 は、ス キルの実

施頻度 に対す る5段 階評価(1.や った ことがない、

2.一 度 はやってい る、3.時 折や っている、4.し

ば しばやってい る、5.い つ もや ってい る)と 、実

践 したスキル の技術 内容 に対す る10段 階評 価(1.

まった く行 えてい ない、…　 　 、10.完 壁 に行 えて

いる)の2つ の評 価 を行 った。解 析時 には、 「頻度

に対す る5段 階評価」 と 「技術 に対す る10段 階評

価」を掛 け合 わせ た ものを2で 割 った値 を自己評価

値(最 低値0.5、 最高値25)と して用いた。参加 に

伴 う自己評価 の変化 を検 討す るた め に、Wilcoxon

の符 号付 き順位検 定を行 い、統計的に有意な確 率は

両側 検定で5%以 下 とした。

結果及び考察

1.ボ ラ ンテ ィア訪 問調査 票

A.老 健施設ボ ランテ ィア活動の内容

　 調査対象23名 の延 べ活動数 は151回 であ り、回

収 した訪問調査票は149枚 、回収 率は99%で あっ

た。ボ ランテ ィア参加者 の活 動数 は1回 か ら最高

22回 まで様 々であった。 主な活 動内容 は、傾聴や

話 し相手、見守 り、食事の配膳、下膳 、食事 の際の

簡単な介助、服薬の際の簡単 な介助、車椅子 の移動

介助、 リハ ビ リの介助な どで あった。

B　 コ ミュニケー ト対象者

　コ ミュニ ケー シ ョンを取 った対象 者は、入所者 、

3 JKyoritsu　 Univ　 Pharm　 2007.　 O　 Vbl.3
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表2.対 象者別の累積 コミュニケー ト時間

コミュニケート対象者　　　累積時間(分) %

入所者

入所者の家族

介護職員

看護師

医師

18640

55

1360

215

35

91.8

0.3

6.7

1.1

0.2

入所者の家族、介護職員、看護師、医師の5つ に分

類 された。全活動におけるコミュニケーシ ョンの時

間を対象者の分類毎に累計 した結果を表2に 示す。

活動中に接する対象者の大部分は入所者である介

護を必要 とす る高齢者であ り、次いで介護職員、看

護師、入所者の家族、そして医師の順であった。

　入所者以外の対象者 とのコミュニケーションは

十分にとれたとは言いがたいが、現行の薬局実習や

病院実習において他職種、患者の家族と話をする機

会が全 くないこともあ り、本活動は介護 と医療の連

携やチーム医療の理解の一端を担 う活動であった

と言える。

C.活 動参加回数に伴 うコミュニケー ト対象人数の

　　変化

　活動参加回数毎に全学生の1回 の活動で接 した

入所者の人数を集計 し、学生1人 当た りの接 した平

均対象人数を求めた。コミュニケー ト対象人数の参

加回数に伴 う変化を図1に 示 した。活動1及 び2回

目では10分 以上接 した対象人数 は約3名 で あ り、9

回 目以降では6～7名 を前後す る結果で あった。活

動回数 を1～5、6～10、11～15に 区分 し、それ ぞれ

区分1、2、3と した。区分1で は平均対象人数3.59

(SD±157)、 区分2は5.57(SD±2.19)、 区分3

は6.83(SD±1.83)で あ り、区分 間での平均 の差 に

ついての検定で は、区分1と2で はp<0.000、 区分

2と3で はp=0.023と 有意 な差が見 られた。

　 これ らの結果 よ り、参加 回数 がコ ミュニケー シ ョ

ン実践 に 関与 してお り、行動 目標 であ るコ ミュニ

ケー シ ョン能力養 成 を達成す るた めには、ある程度

ま とまった活 動回数 が必要 で あった事が示 唆 され

た。

D.活 動参加回数 に伴 うコ ミュニケー シ ョン時間の

　 変化

　 1回 の活動で入所者 とコ ミュニケー シ ョンを取 っ

た時間 を10～20分 、25分 ～35分 、40分 以上の3

つ に区分 し、1回 の活動 におい て学生1人 当た りの

接 した対象者 の平均人 数 を時間 区分 毎 に分類 した

(図2)。 さらにその際、学生のボ ランテ ィア参加

活動回数 を1～5回 目、6～10回 目、ll～15回 目の

3つ に区分 し評価 した。

　 どの活動回数 区分 において も10～20分 程度 のコ

ミュニケー シ ョンが最 も多 く見 られた。活動 回数 の

増加 に伴い、10～20分 及 び25分 ～35分 の時間単位

にお ける対象人数 は増加 し、40分 以上 に渡 り接す

る対象人数 は減少 した。全 ての時間区分において1

～5回 目と11～15回 目の回数 区分 にお ける平均対

8

　
　7
　

6

　
　5

　
4

　
　3

　
2

　

　

(
呼

一
ザ

卦

＼

呼
)

無

く

鎌

較

ム
ー

罫
"
肖
曜
n

葺1
　　　0

0　　　　　　　5　　　　　　　10

　　　　　　 参加回数(回 目)

図1.コ ミュニケー ト対象人数の

　　　 活動参加 に伴 う変化

15

林

鷹
(◎
　
　
FO
　
　
4
.　
　
3

　
　
ハ∠

1

(呼
一ギ
齢
＼
回
一＼
呼
)

　

無
く
鎌
較
曇
降

0

ロ1～5回

囲6～10回

口11～15回

10～20分 　 　　25～35分 　 　　40分 以 上

　　 　 　 コミュニケーション時間

図2.コ ミュニケーション時間区分でみる

　　　対象人数の活動参加に伴 う変化

J　Kyoritsu　 Univ　 Pharm　 2007.　 O　 Vol.3 3



Kishimoto　 K&Fukushima　 N

35

30

25

20

15

10

　

　

(
呼
一
和

磁

較

＼
余

)

望

聾

八
m
お
1

如
"
q
屠
口

5

0

　 0　　　　　　 5　　　　　　 10

　　　　　　　 参加回数(回 日)

図3.対 象者1名 に接す る平均時間の

　　 活動参 加に伴 う変化

15

象人数 に有意な差 が見 られ た。 また、ll～15回 目

の区分 においては、1名 の入所者 と60分 以上接す

る事 が見 られ なかった。

　 1回 の活動 で接 した対象者1名 あた りの平均時間

の活動参加 回数 に伴 う変化 を図3に 示す。参加 回数

1及 び2回 目は対象者1人 当た り接 していた時間は

30分 前後であ り、活動3～8回 目まではほぼ25分

であるが、8回 目以 降には減少 し15～20分 の間 に

収 ま る結果 で あった。ま た、22回 目までの活動回

数 と接 した平均 時間の相 関係数 はr=-0.448(p<

0.000)で あった。

　活動 参加 回数 の増加 に伴い少数 の入所 者 と長 時

間接す る傾 向は減少 し、複数 の入所者 と適度な時間

コミュニケーシ ョンを取 る傾 向が見 られ た。この こ

とよ り、活動参加 に伴い複数 の入所者 に配慮 した コ

ミュニ ケー シ ョンの実践 が可能 とな った事 が推 測

され た。

ll.コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル 自 己 チ ェ ッ ク

　 　 シ ー ト

A.活 動 参 加5回 目終 了時 の 自 己評 価 値

　 活 動5回 目終 了 時 で は8名 、10回 目終 了 時 で は5

名 の 自己評 価 を得 た。

　 活 動5回 目終 了 時 に集 計 した8名 の 自 己評 価値 の

全47項 目の 平 均 値 は12.6±4.1、 中 央 値 は12.3で

あ っ た 。A-1の 平 均 値 は15.7(SD±3.5)、 　A-Hは

13.3　 (SD±2.1)、 　A-HIは12.8　 (SD±2.4)、 　A-1Vは

8.5(SD±4.0)、A-Vは10.9(SD±3.0)、B-VIはll.1

(SD±6.1)で あ っ た。 平 均 自己評 価 値 が最 も低 い
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もの は、Aの 入所者 を対象 とした 「]V.好意的 な態

度 を示すス キル」で あ り、平均 自己評価値 のば らつ

きが最 も大 きいのは、Bの 職員 を対象 とした 「VI.

信頼関係 つ く りのた めのス キル」で あった。

　小項 目別では、平均 自己評価値 の高い項 目は上位

か ら1-10、9、VI-44、1-8、5の 順 であ り、これ ら

は全て 「信頼 関係 つ く りためのスキル 」に分類 され 、

日常生 活 にお いて も必 要 とな る一般 的な スキル で

あ った。一方、平均 自己評価値 の低 い項 目は下位 か

ら、VI-47、 】V-36、35、　VI-43、　W-34、　VI-45、　V-39、

VI-40、 皿一21、　IV-33の 順番 であった。また、1名 以

上の者が 自己評価値0.5と した項 目は、皿一21、IV-35、

36、V-37、38、39、 　VI-43、45、47で あった。

　A-IV-35及 び36は 身体接触 を含む スキル である。

身 体接 触 は特殊 な種 類 の 非 言語 的 コ ミュニ ケー

シ ョンで ある。他人 との人間 関係 を強 め、言語 のみ

の ときよ りも患者の不安感 を大 き く和 らげ、言語的

コ ミュニ ケー シ ョンを補 い他 者へ の注意 と気 づ か

い を示す た めの重要 な行為6)と 言われ てお り、 医

療 コ ミュニ ケー シ ョンの重 要な一つ の要素 と考 え

られ る。 しか し、 自己評価値 が下位10項 目に含 ま

れ、かつ 自己評価値0.5の 者 がいた事か ら、身体接

触 が コ ミュニケー シ ョン要 素で ある との認識 が低

い、あるい は認識 されて いなか った事 が推測 され る。

その他 に 自己評価値の低か ったVI-47、　VI-43、IV-34、

V-39、VI-40、 　IV-33は 、能動 的な働 きか けの要素

が強い項 目で あ り、積極性 を持 ち対象 に働 きかける

ことの困難 さが伺 える。また、A-V-37、38、39は

「介助時 にお けるス キル」であ り老健施設 にお いて

実際 に体験す ることで、自分 自身 の能力 を客観 的に

再評 価で きた と考 え られ る。B.職 員 に対す る項 目

では、8項 目中4項 目が下位10項 目に含 まれ 、3つ

の項 目について は自己評価値 が0.5の 者 もいたこ と

か ら、コ ミュニ ケー シ ョン対象者 としての施設職員

に対す る認識 の低 さが示唆 された。

B.5回 目から10回 への参加回数増加に伴 う自己

　　評価値の変化

　5名 の5及 び10回 目終了後の自己評価の記録を

得た。5及 び10回 目の中項 目の平均 自己評価値を

表3に 示す。中項 目において有意な差が見 られたの



原著論文

表3.活 動5お よび10回 目終了時点の平均 自己評価値(nニ5)

大項目 中項目
平均自己評価値

5回 目終了時 10回 目終 了時
P値

A

I

H

皿

W

V

15.3±4.1

13.5±1.9

12.3±2.0

8.5±4.0

12.1±2.7

17.4±3.1

13.9±0.8

14.5±1.9

12.8±1.7

17.0±5.5

0.138

0.500

0.138

0.043

0.078

B 11.7±5.5 16.3±5.7 0.043

は、A-IV及 びB-VIで あ り、小項 目においては、　IV

-34　(p=0 .043)、　35　(p=0.043)、 　36　(p=0.042)、

VI-45(p=0.043)に お いて有意 な差 が見 られ た。

　本調査 ではサンプル サイ ズが小 さかった事 、活動

以前 よ り備 わ ってい るスキル につい ては 自己評 価

値 の増加 が示 され ない事 か ら、差の検定だ けではな

く他 の手法 に よる評価 も必要 であ り、各項 目の活動

10回 目終 了時 自己評価値 の5回 目終了時 自己評価

値 に対す る各 自の変化割 合 を求 めた。変 化割合 は

0.1か ら32で あった。上位10の 変化割 合 を示 した

項 目は、皿一21(変 化割合:28)、IV-35(32)、 　IV-36

(28と12)、V-37(6)、 　V-38(6.3)、 　VI-45(32と

12)、V[-47(21と6)で あった。

　 5回 目終了時点で低い値 を示 していた、身体接触

を含む スキル(]V-35、36)、VI-45の 項 目は、全5

名 にお いて 自己評価値 の改善が見 られ た。また、能

動 的な働 きかけの要 素が強いVI-47、　IV-34や 「介助

時にお け るスキル 」V-37、38は 、5回 目の 自己評

価 が低 かった者 では大きな改善が見 られ た。これ ら

の改善は、5回 目終了時に行 った 自己評価 によ り活

動 時 にお け る意識 の変化 が な され実践 に移 され た

ため と推測 され る。1以 下の変化割 合 を示 した項 目

につ いては、経 験の積 み重ねに よ り困難 さの再認 識

や 自身 の能力 の再評価 がな され た事 に よる と考 え

られ る。これ らの項 目については、よ り長期 的な活

動へ の参加や 、改善 の為 の指導者 による助言 、SGL

とい ったデ ィスカ ッシ ョンの場 の提供等 といった

教 育的手法 の導入 が望まれ る。

　 ボランティアの活動形態 は実習 とは異 な り、活動

にお ける到 達 目標 や課題 の設定 が参加者 の 自主性

にゆだね られ るた め統一 がな され に くい。 しか し、

本 自己評価 ツール を用いた こ とで、自らの行動 の振

り返 り、各 自の課題 の明確化、コ ミュニケー シ ョン

ス キルの要素の理解、入所者だ けではな く職員 もコ

ミュニケー シ ョンの対象で ある事の理解、挨拶や 了

解 を得 て か ら行 動す るな どのボ ランテ ィア参加 者

に よ り実践 され るべ き事項 の実施 の徹 底 が可能 と

な った と推測 され、本 ツール の有用性 が示唆 された。

　 以上の結果 よ り、継続 的な活動へ の参加及び 自己

評価 の実施 によ り、これ までコ ミュニケー シ ョンス

キル と しての認 識 が低 か っ た身 体 接 触 を含 む コ

ミュニケー シ ョン等の理解 と実践が なされ、施設職

員 に対 して能 動的 な働 きかけが実践 され た事 が推

測 された。

結語

　本活動の大きな特徴は、入所者である高齢者 との

コミュニケーシ ョンはもちろんのこと、介護職員や

看護職員が働 く現場において薬学生が共に作業で

きた事にある。参加 した学生のコミュニケーション

スキルの 自己評価が向上 した要因 として、見下ろさ

ないように目線を合わせる、不安や怯えを軽減する

ために手を握る肩を軽くたたく、話 しかけ方等、相

手を尊重 した、信頼関係を構築するためのコミュニ

ケーシ ョンにおける技術を現場において見聞きし

学び取 ることが可能であった事が大 きく影響 した

と考えられる。また、作成 したコミュニケーション

スキル 自己評価チェックシー トを用いて 自己評価

を実施 した事も、スキルの理解や意識の変化へ影響

を与えた事が示唆された。

J　Kyoritsu　 Univ　 Pharm　 2007.　 O　 Vol.3 37



Kishimoto　 K&Fukushima　 N

　 そ して継続 的 な活 動へ の参加 に よ り様 々 な人 と

コミュニケー シ ョンを取 り実践 を積 み重ねた事が、

複数 の人 に配慮 した特 定の人 だけで はない多数 の

人 との 自主的な関わ りや 、職 員に対 して も能動的な

働 きか けを実践す る とい う意識 の変化 、 コ ミュニ

ケー シ ョンス キル の改善 、特 に身体接触 を伴 うコ

ミュニ ケー シ ョンス キル の大 きな改善 に繋 がった

と推測 され る。これ らの ことよ り、本活動への継 続

的な参加 は学生 の コ ミュニ ケー シ ョン能 力養成 と

密接 な関係 にあった と言 える。
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